
今 月 表 紙の今 月 表 紙の

　今月の表紙は、１１月３日「第４７回只見町
文化祭」の民話茶屋コーナーで、朝日小学校
２年生５名の児童が只見町に伝わる昔ばなし
を披露している模様です。
　「さばうりのむかし」や「びっきとふくろう」と
いう昔ばなしが披露された他、「七つの子（カ
ラスなぜ鳴くの～♪）」の歌詞を只見弁にした
歌を発表し、満員となった会場からは大きな拍
手が送られていました。

（関連記事：Ｐ４～５）

只見町
小学校
ばなし

う」と
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にした
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只
見
を
世
界
中
の
人
々
が
訪
れ
る「
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
」へ

自
然
首
都
・
只
見
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
整
備
事
業

― 

自
然
首
都
・
只
見

ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
構
想 

―

　

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
鉄
路
復
旧
や
国

道
２
８
９
号
の
全
線
開
通
を
数
年

後
に
控
え
、
只
見
町
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

交
通
網
の
整
備
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
「
人
」
の
流
れ
に
加
え
て
、

新
潟
空
港
か
ら
の
外
国
人
旅
行
客

（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）な
ど
、新
潟
方
面

か
ら
の
新
し
い
流
れ
が
生
ま
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
変
化
を
見

据
え
、只
見
町
で
は「
青
少
年
旅
行

村
」を
来
年
度（
平
成
30
年
度
）に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、田
子
倉
湖
や
只

見
湖
な
ど
を
含
め
た
ア
ウ
ト
ド
ア

観
光
の
推
進
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
新
潟
県
三
条
市
の
世

界
的
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
「
㈱
ス

ノ
ー
ピ
ー
ク
」と
連
携
し
、
只
見
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
豊
か
な
自

然
・
文
化
を
観
光
誘
客
に
活
か
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
、ス
ノ
ー

ピ
ー
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
自
然
首

都
・
只
見
の
魅
力
を
掛
け
合
わ
せ

た
「
新
し
い
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
」
を

創
出
し
て
い
く
も
の
で
す
。

― 

こ
れ
ま
で
の
取
組
と

今
後
の
計
画 

―

　

ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
整
備
事
業

は
、
昨
年
度
に
青
少
年
旅
行
村
を

中
心
に
、
只
見
町
が
誇
る
自
然
資

源
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
コ
ン

テ
ン
ツ
と
の
連
動
を
図
る
基
本
構

想
を
策
定
し
ま
し
た
。今
年
度
は

基
本
計
画
を
策
定
し
、
来
年
度
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い
る
旅

行
村
の
改
修
計
画
や
只
見
湖
、
田

子
倉
湖
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
は
、
只
見
町
と
東

北
財
務
局
福
島
財
務
事
務
所
と

～只見アウトドア観光の
　　ベースキャンプ拠点へ～

●キャンプ愛好家
・町内キャンパー
・町外キャンパー（関東・新潟）
・訪日キャンパー（韓国・台湾）
●非キャンプ愛好家
・関東圏、新潟県
・インバウンド旅行客

旅行村のハード整備を行い只見湖右岸、田子倉湖は
体験プログラムなどソフトの充実を図る。

多くの客層を取り込む
ベースづくり

田子倉湖
→秘境・絶景Zone
■秘境ツアー
湖上ピクニック
■旅行村と連動し
たプログラム

只見湖
→レクリエーションZone
■やすらぎの場、
　　　　　園地利用
■湖面活用
　　　（釣り／カヌー）
■湖上グランピング

旅行村
→ベースキャンプZone
■只見の独自性を
　もつ観光宿泊拠点
■町民の憩いの場・
　にぎわいの場

３拠点
連携

▲旅行村・テニスコート ▲旅行村・管理棟



の
共
催
に
よ
り
、
地
域
経
済
活
性

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
町
内

企
業
や
近
隣
の
金
融
機
関
、
地
方

公
共
団
体
が
集
ま
り
、
ア
ウ
ト
ド

ア
観
光
の
推
進
に
よ
る
交
流
人
口

拡
大
に
向
け
て
の
意
見
交
換
や
㈱

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
山
井
社
長
に
よ
る

基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア

有
識
者
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ど
旅
行
関
係

者
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

を
行
い
、
旅
行
村
や
田
子
倉
湖
な

ど
を
視
察
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ

の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
や
活
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

な
い
、
参
加
者
か
ら
は「
只
見
町
が

優
れ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

で
あ
る
」
と
い
う
意
見
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
に
も
一
般
参
加
者
や
台

湾
、
韓
国
旅
行
関
係
者
参
加
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、旅

行
村
を
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
と
し

て
、
田
子
倉
湖
で
の
カ
ヌ
ー
体
験

や
旅
行
村
の
古
民
家
で
郷
土
料
理

を
体
験
し
、
各
参
加
者
の
目
線
か

ら
感
じ
た
こ
と
を
計
画
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
さ
れ
た
東
京
の
方
が
只

見
の
自
然
に
魅
了
さ
れ
、「
ア
ウ
ト

ド
ア
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」
と
し
て
、
野

外
で
の
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

来
年
度
、
計
画
さ
れ
て
い
る
旅

行
村
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
東
バ
ン

ガ
ロ
ー
の
改
修
や
管
理
棟
の
内
装

改
修
を
は
じ
め
、
古
民
家
、西
バ
ン

ガ
ロ
ー
な
ど
既
存
施
設
の
改
修
に

加
え
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
芝
生
張

り
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
改
修
す
る

な
ど
、さ
ら
な
る
町
民
の
利
用
や
、

キ
ャ
ン
パ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
観

光
客
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
整
備

を
進
め
る
予
定
で
す
。

― 

最
後
に 

―

　

自
然
首
都
・
只
見
を
宣
言
し
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
し
て
登
録

さ
れ
た
豊
か
な
自
然
や
地
域
の
特

色
を
活
か
し
、交
流
人
口
拡
大
、移

住
・
定
住
促
進
、
そ
し
て
只
見
を

世
界
中
の
人
々
が
訪
れ
る
ア
ウ
ト

ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
に
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲上／ 6月、田子倉湖でモーターボート体験
　中／ 9月、田子倉湖でカヌー体験
　下／テントで実施したワークショップ

▲改修により交流空間を設ける予定の旅行村管理棟内（写真イメージ）

▲自然の中、手づくりの結婚式が行われたアウトドアウェディング。
　旅行村では初の結婚式となった



「
第
47
回
只
見
町
文
化
祭
」開
催

新
た
な
生
涯
学
習
の
発
信
！

　

11
月
３
〜
４
日
、只
見
町
文
化
祭

実
行
委
員
会
が
主
催
す
る「
第
47
回

只
見
町
文
化
祭
」が
今
年
4
月
に
新

築
と
な
っ
た
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
２
日
間
で
約
２

０
０
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

― 

私
た
ち
の
自
慢
の

ご
は
ん
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰 

―

　

開
館
式
で
は
、
町
主
催
の
「
私
た

ち
の
自
慢
の
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス
ト
」の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
内
の
小
中
学

生
の
入
賞
者
14
名
の
う
ち
、
９
名
の

方
が
出
席
し
、
菅
家
町
長
な
ど
か
ら

賞
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。入
賞
者

の
作
品
は
文
化
祭
の
「
健
康
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー
」で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、
同
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
県
主
催
の

「
ふ
く
し
ま
っ
子
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス
ト
」

小
学
生
上
学
年
の
部
で
最
優
秀
賞

に
輝
い
た
大
束
咲
来
さ
ん
の
作
品

も
並
び
ま
し
た
。

― 

メ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー 

―

　

今
年
の
文
化
祭
は「
新
た
な
生
涯

学
習
の
発
信
」を
テ
ー
マ
に
、
メ
イ
ン

コ
ー
ナ
ー
で
は
「
英
語
で
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
」、「
ド
ロ
ー
ン
体
験
」、「
ジ
ャ
ズ

体
験
」な
ど
の
教
育
委
員
会
で
推
進

す
る
生
涯
学
習
事
業
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、同
コ
ー
ナ
ー
で
は
国

際
品
評
会
の
ひ
と
つ
、
イ
ギ
リ
ス
の

▲開館式でテープカットを行う菅家町長（中右）、齋藤邦夫議長（中左）、飯塚恒夫文化協会長（右）、
　角田行雄教育委員長（左）

▲生涯学習事業の取り組みを紹介し
　たメインコーナー

▲「私たちの自慢のごはんコンテスト」入賞者の皆さん



「
Ｉ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
２
０
１
７
」
で
銀
賞
に

輝
い
た
米
焼
酎「
ね
っ
か
」を
製
造
す

る「
合
同
会
社
ね
っ
か
」の
、
生
涯
学

習
か
ら
始
ま
っ
た
起
業
ま
で
の
取
り

組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

― 

多
彩
な
取
組
み
を

紹
介
し
た
各
コ
ー
ナ
ー 

―

　

会
場
で
は
、「
絵
画
・
書
・
俳
句
・

短
歌
」
な
ど
の
作
品
展
示
の
ほ
か
、

只
見
高
校
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、Ｊ
Ｒ

只
見
線
応
援
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設

け
ら
れ
た
ほ
か
、
つ
る
細
工
や
ビ
ー

ズ
細
工
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
人
気

を
集
め
ま
し
た
。ま
た
、
人
材
育
成

第
８
期
生
に
よ
る
「
ア
レ
ン
ジ
郷
土

料
理
」
の
発
表
、
そ
し
て
朝
日
小
学

校
２
年
生
５
名
と
昔
ば
な
し
を
語

る
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
昔
ば
な

し
・
民
話
茶
屋
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

別
会
場
の
町
下
野
球
場
で
は
、宮

城
県
東
北
高
校
で
甲
子
園
に
出
場

し
、
現
在
は
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
早
坂
貴
光
さ
ん
と
福
田

正
文
さ
ん
に
よ
る
「
野
球
教
室
」
が

開
か
れ
、
只
見
小
学
校
体
育
館
で
は

「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」と
い
う
室
内
カ
ー

リ
ン
グ
体
験
が
実
施
さ
れ
、
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

▲つる細工体験でくるみのストラップ
　を作った参加者の皆さん

▲おいしいお茶の点て方を披露した喜楽会と
　高校生の皆さん

▲守備やバッティングなどの技術指導の
　ほか野球の楽しさを学んだ野球教室

▲生涯学習の取り組みにより誕生した
　「ねっか」を紹介する馬場由人さん

▲人材育成第８期生「チャレンジ！ふるさ
　とクッキング！」による笹巻き体験

▲朝日小学生２年生と昔ばなしを語る会の皆さんが「昔ばなし」を披露した民話茶屋

▲ダルマやヨーヨーなどの絵付け体験を
　する子どもたち

▲大人気だった只見線コーナー



◆一般会計（歳入） （単位：円、％）

款 款　名　称 予算額 収入済額 収入率
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16  
17
18
19
20

合　　　 計

◆一般会計（歳出） （単位：円、％）

款 款　名　称 予算額 支出済額 支出率
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

合　　　 計

◆特別会計 （単位：円、％）

会　計　名 予算額 歳　　入 歳　　出
収入済額 収入率 支出済額 支出率

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

合　　　 計

1,000,000,000 2,000,000,000 3,000,000,0000

200,000,000 400,000,000 600,000,000 800,000,0000

上
半

期財政状
況

お知らせ
します
お知らせ
します

　

町
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
の
か
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
平
成
29
年
度
上
半
期（
４
月

１
日
〜
９
月
30
日
）の
予
算
の
執
行
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
の
収
入
済
額
は
９
月
ま
で
に

実
際
に
収
入
と
な
っ
た
金
額
で
、
歳
出

の
支
出
済
額
は
実
際
に
支
出
し
た
金

額
で
す
。

　

こ
れ
は
、只
見
町
財
政
状
況
等
の
公

表
に
関
す
る
条
例
に
よ
る
公
表
で
す
。

町 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
町 債

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
予 備 費

国民健康保険事業
国民健康保険施設
後期高齢者医療
介 護 保 険 事 業
介護老人保健施設
地域包括支援センター
簡 易 水 道
観 光 施 設 事 業
交 流 施 設
集 落 排 水 事 業
朝 日 財 産 区

75,714,000
888,355,000
766,051,000
383,898,000
2,513,000

587,459,000
446,013,000
825,362,000
278,233,000
634,127,000
432,559,000
571,391,000
82,133,000

5,973,808,000

37,084,122
334,236,001
222,400,267
132,876,455

408,800
106,757,813
172,441,914
142,729,261
171,591,440
244,275,743
71,681,536
257,480,867

0
1,893,964,219

48.98
37.62
29.03
34.61
16.27
18.17
38.66
17.29
61.67
38.52
16.57
45.06
0.00
31.70

588,961,000
467,924,000
135,128,000
739,139,000
262,000,000
10,200,000
263,144,000
44,000,000
63,657,000
304,000,000
14,400,000

2,892,553,000

202,963,945
95,412,414
19,006,285
331,017,942
74,254,681
1,233,100
28,415,098

0
0

45,335,821
14,327,537
811,966,823

34.46
20.39
14.07
44.78
28.34
12.09
10.80
0.00
0.00
14.91
99.50
28.07

243,036,488
179,169,734
54,325,459
290,971,794
137,848,636
4,813,579
77,818,272
12,002,123
34,253,611
133,753,467

117,500
1,168,110,663

41.27
38.29
40.20
39.37
52.61
47.19
29.57
27.28
53.81
44.00
0.82
40.38

887,915,000
55,000,000
200,000
400,000
200,000

73,000,000
10,000,000
938,000

2,434,071,000
700,000

14,290,000
35,551,000
240,277,000
466,343,000
22,503,000
8,001,000

771,219,000
125,214,000
59,686,000
768,300,000
5,973,808,000

491,885,680
18,114,000
212,000
225,000

0
44,296,000
5,472,000
938,000

1,722,860,000
394,000
5,498,910
17,922,781
38,315,278
23,379,248
11,008,831
1,673,091
33,000,000
125,214,539
3,938,704

0
2,544,348,062

55.40
32.93
106.00
56.25
0.00
60.68
54.72
100.00
70.78
56.29
38.48
50.41
15.95
5.01
48.92
20.91
4.28

100.00
6.60
0.00
42.59



▲大会に参加した選手の皆さんとチームを支えた関係者の皆さん

只
見
町
チ
ー
ム「
総
合
順
位
39
位
」！

第
29
回
市
町
村
対
抗
縦
断
駅
伝
競
走
大
会「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」

　

第
29
回
市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」は
11
月
19

日
、白
河
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

を
ス
タ
ー
ト
し
、福
島
県
庁
前
を
ゴ
ー

ル
す
る
全
16
区
間
、94
・
８
キ
ロ
で
繰
り

広
げ
ら
れ
、只
見
町
チ
ー
ム
が
全
16
区

間
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

今
年
の
只
見
町
チ
ー
ム
は
中
高
生
が

主
体
の
若
い
チ
ー
ム
で
、９
月
か
ら
持
久

力
と
ス
ピ
ー
ド
の
双
方
を
磨
く
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。目
黒
公
二
監
督
は

「
５
時
間
40
分
台
」を
目
標
タ
イ
ム
に
掲

げ
、昨
年
の
順
位（
５
時
間
53
分
27
秒
、

総
合
42
位
、町
の
部
22
位
）を
上
回
る

総
合
30
位
台
を
狙
い
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、田
村
高
校
の
菅
家
空
・
尚

真
兄
弟（
黒
谷
出
身
）が
チ
ー
ム
を
け
ん

引
し
、日
々
の
練
習
で
力
を
付
け
た
選

手
全
員
が
素
晴
ら
し
い
走
り
を
披
露
し
、

５
時
間
47
分
08
秒
と
昨
年
を
大
き
く

上
回
る
結
果
を
残
し「
総
合
39
位
、町
の

部
18
位
」と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。キ
ャ
プ
テ
ン
の
矢
沢
裕
也
さ
ん
は
、

「
チ
ー
ム
全
員
が
町
の
代
表
と
し
て
、走

り
ぬ
く
こ
と
が
で
き
た
。来
年
は
更
に

上
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
」と

話
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
只
見
町
チ
ー
ム
の
結
果
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

只見町チーム　成績表（総合39位、町の部18位）

区　間

１区
（4.0km）
２区

（8.2km）
３区

（5.8km）
４区

（7.3km）
５区

（6.4km）
６区

（8.3km）
７区

（5.2km）
８区

（4.1km）

星　　佑奈

菅家　　空

矢沢　裕也

五十嵐彪斗

大久保　翼

関　　雄太

吉津　隼馬

菅野　慧汰

只見中2年

田村高2年

只見町役場

南会津高1年

只見高2年

只見高教員

只見中3年

只見中1年

15分53秒

26分31秒

21分42秒

27分46秒

23分26秒

30分09秒

19分15秒

15分22秒

鈴木　来菜

菅家　尚真

三瓶日麻莉

鈴木　道也

角田　祐介

大束　一臣

目黒　楓華

鈴木　遥大

只見中1年

田村高1年

只見中2年

南会津高3年

只見町役場

只見ホーム

只見中3年

只見高3年

12分37秒

31分51秒

16分03秒

24分20秒

18分15秒

21分13秒

13分22秒

29分23秒

９区
（3.0km）
10区

（9.3km）
11区

（3.9km）
12区

（7.0km）
13区

（4.8km）
14区

（5.7km）
15区

（3.4km）
16区

（8.4km）

氏　名 所　属 タイム 区　間 氏　名 所　属 タイム



　

10
月
30
日
、（
公
財
）福
島
県
学
校
給
食

会
が
主
催
す
る「
平
成
29
年
度
学
校
給
食

優
良
団
体
・
功
労
者
表
彰
式
」が
福
島
市
内

で
開
か
れ
、只
見
町
教
育
委
員
会
が「
福
島

県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞（
県
産
食
材
活

用
部
門
）」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、学
校
給
食
の
内
容
が
優

良
で
、他
の
模
範
と
な
る
団
体
な
ど
に
対
し

て
そ
の
功
績
を
讃
え
る
も
の
で
、只
見
町
は

地
元
産
の
食
材
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
元
産

の
食
材
を
活
用
し
、細
心
の
注
意
と
丁
寧

な
調
理
を
心
が
け
な
が
ら
、美
味
し
い
給
食

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

「
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
」受
賞

「
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
」受
賞▲受賞を喜ぶ給食センタースタッフの皆さん

只
見
町
教
育
委
員
会
が
学
校
給
食
で

　

11
月
９
日
、只
見
町
消
防
団
や
南
会
津

広
域
消
防
署
只
見
出
張
所
な
ど
の
方
々
に

よ
る「
秋
の
防
火
パ
レ
ー
ド
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
、11
月
９
〜
15
日
ま
で
の
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
実

施
し
た
も
の
で
、町
内
を
廻
り
な
が
ら
火
災

予
防
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

 

防
火
パ
レ
ー
ド
の
途
中
で
は
只
見
保
育
所

を
訪
れ
、五
十
嵐
隆
一
只
見
出
張
所
長
と
五

十
嵐
あ
け
み
婦
人
消
防
隊
長
が
子
ど
も
た

ち
に「
火
の
用
心
」を
呼
び
か
け
、目
黒
邦

友
消
防
団
長
の
号
令
に
よ
り
、子
ど
も
た

ち
と
消
防
団
が「
別
れ
」の
礼
式
を
行
い
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
は「
火
の
用
心
」の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

秋
の
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施

秋
の
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施▲子どもたちに風船を手渡す五十嵐所長

火
の
用
心
を
呼
び
か
け
る

　

11
月
４
日
、町
文
化
祭
事
業
の
一
環
と
し

て「
文
化
講
演
会
」が
朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、約
80
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、総
務
大
臣
や
鳥
取
県
知
事

な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
片
山
善
博
氏
を
迎

え
、「
た
だ
み
か
ら
は
じ
め
る
！
地
方
創
生
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。講
演
で

は
、「
地
方
創
生
の
効
果
を
生
み
出
す
に
は

地
域
の
実
態
に
あ
っ
た
対
策
を
行
う
こ
と

が
重
要
。そ
の
た
め
に
は
、国
の
政
策
も
地

域
の
状
況
に
合
致
す
る
も
の
を
選
び
、自
分

た
ち
で
適
合
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
」と

話
さ
れ
、町
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

片
山
善
博
氏「
文
化
講
演
会
」開
催

片
山
善
博
氏「
文
化
講
演
会
」開
催▲地方創生の方向性を話す片山善博氏

只
見
町
の
地
方
創
生
を
考
え
る

　

11
月
１
日
、第
71
回
南
会
津
小
中
学
校

音
楽
祭
で「
金
賞
」に
輝
き
、県
大
会
に
出

場
し
た
只
見
中
学
校
特
設
合
唱
部
の
３
年

生
４
名
と
今
井
仁
校
長
先
生
な
ど
が
役
場

を
訪
れ
、菅
家
町
長
に
表
彰
の
報
告
を
行

い
ま
し
た
。報
告
で
は
、合
唱
部
の
横
山
茜

部
長
が「
郡
大
会
で
は
金
賞
に
入
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。県
大
会
は
レ
ベ
ル
が

高
く
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」と
話
し
、

菅
家
町
長
は「
皆
さ
ん
の
活
躍
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
部
員
は
、ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
と

な
る
11
月
８
日
の「
小
中
学
校
音
楽
祭
」

で
、地
域
の
方
々
に「
金
賞
」に
輝
い
た
曲
を

披
露
し
ま
し
た
。

只
見
中
学
校
が
菅
家
町
長
へ
表
彰
報
告

只
見
中
学
校
が
菅
家
町
長
へ
表
彰
報
告

▲菅家町長、橋本副町長、齋藤教育長へ表彰報告をした只見
中学校の皆さん

郡
音
楽
祭「
金
賞
」で
県
大
会
へ
！

か
た
や
ま 

よ
し 

ひ
ろ



NEWS＆FLASH

▲新潟・福島豪雨の災害を中心に、これまで学んだことを
　発表する菊地結雅くん

　

11
月
８
日
、「
第
55
回
只
見
町
小
中
学
校

音
楽
祭
」が
只
見
中
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
、保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
多
く
の

方
々
が
来
場
し
ま
し
た
。音
楽
祭
で
は
、各

小
学
校
の
児
童
２
〜
４
年
生（
明
和
小
は

３
〜
４
年
生
）が
合
奏
と
合
唱
を
披
露
し
、

只
見
中
学
校
は
の
ぞ
み
学
級
、特
設
合
唱

部
、全
校
生
の
順
に
合
唱
を
発
表
し
ま
し

た
。今
回
、只
見
中
の
特
設
合
唱
部
は
、第

71
回
南
会
津
小
中
学
校
音
楽
祭
で「
金
賞
」

に
輝
い
た
曲
を
披
露
し
、そ
の
素
晴
ら
し
い

歌
声
で
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、小
学
生
か
ら「
僕
も
只
見

中
の
合
唱
部
に
入
り
た
い
」と
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

第
55
回
只
見
町
小
中
学
校
音
楽
祭

第
55
回
只
見
町
小
中
学
校
音
楽
祭▲美しい歌声で会場を魅了した只見中学校特設合唱部の

　皆さん

美
し
い
歌
声
と
迫
力
の
演
奏
を
披
露

　

11
月
22
日
、朝
日
小
学
校
が
主
催
す
る

「
第
３
回
Ｅ
Ｓ
Ｄ
公
開
授
業
研
究
会
」が
同

校
で
開
か
れ
、町
内
外
か
ら
教
育
関
係
者

が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
研
究
会
は
、ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
認
定
４
年
目
を
迎
え
た
同

校
が
実
践
し
て
い
る「
只
見
愛
の
教
育（
Ｅ

Ｓ
Ｄ
）」の
取
り
組
み
を
公
開
し
、多
く
の

教
育
関
係
者
と
教
育
活
動
に
つ
い
て
研
究

を
深
め
る
も
の
で
す
。

　

研
究
会
で
は
、児
童
の
主
体
的
な
学
び

と
教
師
の「
み
と
り（
児
童
の
表
現
を
洞
察

し
主
体
性
を
支
え
る
こ
と
）」の
質
を
高
め

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要
と
さ

れ
、公
開
授
業
・
分
科
会
・
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
３
回
Ｅ
Ｓ
Ｄ
公
開
授
業
研
究
会

第
３
回
Ｅ
Ｓ
Ｄ
公
開
授
業
研
究
会▲只見の農産物や地産物を使った創作料理を考えた

　５年生の公開授業

朝
日
小
学
校
で
教
育
研
究
を
深
め
る

第
２
回
誘
致
企
業
雇
用
対
策
意
見
交
換
会

第
２
回
誘
致
企
業
雇
用
対
策
意
見
交
換
会▲ティーエヌアイ工業㈱只見工場を視察する参加者の皆さん

各
企
業
を
視
察
し
連
携
深
め
る

　

11
月
15
日
、県
が
主
催
す
る「
放
射
線
・

防
災
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
三
春
町
で
開
か

れ
、明
和
小
学
校
５
、６
年
生
26
名
が
参
加

し
ま
し
た
。こ
れ
は
、明
和
小
が
防
災
教
育

の
推
進
校
と
し
て
県
の
指
定
を
受
け
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
、こ
れ
ま
で
自
然
豊
か
な

町
の
自
然
災
害
や
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
地

域
と
連
携
し
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

 

県
内
の
小
中
学
校
７
校
が
集
ま
っ
た
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
は
、明
和
小
の
代
表
と
し
て
６
年

の
菊
地
結
雅
く
ん
が「
自
然
が
豊
か
だ
と
い

う
こ
と
は
同
時
に
自
然
災
害
も
多
い
と
い

う
こ
と
。自
然
と
人
間
が
う
ま
く
共
生
で

き
る
よ
う
な
防
災
、減
災
を
考
え
て
い
き
た

い
」と
発
表
し
ま
し
た
。

「
放
射
線
・
防
災
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
放
射
線
・
防
災
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

明
和
小
学
校
で
防
災
教
育
を
推
進

　

11
月
17
日
、町
内
誘
致
企
業
を
対
象
と

し
た「
第
２
回
誘
致
企
業
雇
用
対
策
意
見

交
換
会
」が
開
か
れ
、町
内
誘
致
企
業
４
社

（
㈱
会
津
工
場
、テ
ィ
ー
エ
ヌ
ア
イ
工
業
㈱

只
見
工
場
、ヒ
ロ
タ
テ
ク
ノ
㈱
、㈱
ス
ミ
タ
フ

ォ
ト
ニ
ク
ス
只
見
工
場
）と
県
・
町
の
関
係

者
が
参
加
し
ま
し
た
。今
回
は
、８
月
２
日

の
会
議
の
中
で
意
見
が
出
さ
れ
た「
企
業
間

連
携
」を
テ
ー
マ
に
、各
企
業
の
視
察
や
意

見
交
換
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

視
察
で
は
、参
加
企
業
の
工
場
を
そ
れ
ぞ

れ
訪
問
し
、製
造
ラ
イ
ン
な
ど
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
、意
見
交
換
会
で
は
今
回

の
視
察
を
踏
ま
え
、更
な
る
連
携
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。



▲開会セレモニーで挨拶を述べる橋本副町長

３地区の保育所でおゆうぎかい
上手にかわいく名演技！

　１１月、町内３地区の保育所で「おゆうぎかい」が行わ
れ、多くの保護者が参観しました。おゆうぎ会では、つくし
組（１、２歳児）からさくら組までの全児童が、これまで練習
を重ねてきた「劇」や「ゆうぎ」などを披露し、その可愛らし
い姿や名演技に会場から大きな拍手が送られました。
　また、今年小学校に入学した新１年生も会場を訪れ、歌
や演奏などで成長した姿を披露しました。

お笑いコンビ「母心」さんのお笑いライブ
「ねっか奥会津蒸留所」で開催！

第７回まるごと南会津観光PRフェア
南会津４町村合同で観光PRイベント

▲満席となった会場で多彩なネタを披露する「母心」さん

　１１月１８～１９日の２日間、南会津４町村合同で開催
する「第７回まるごと南会津観光PRフェア」が東京の上野
恩賜公園で開かれ、多くの来場者で賑わいました。只見町
からはヤマサ商店、マトンケバブカフェ、（一社）只見町観
光まちづくり協会の方々が参加し、そばやきもちやマトンケ
バブなど特産品の販売が行われたほか、町の観光PRが
行われ、多くの来場者に只見町の情報を発信しました。

　１１月１１日、お笑いコンビ「母心」のお笑いツアー「５９
市町村ありがとない！」が合同会社ねっか奥会津蒸留所
で開催され、町民など約１００名が来場しました。これは、
コンビ結成１０周年を迎えた「母心」さんが、福島に感謝
を込めて県内全市町村を巡るという企画で行われまし
た。ライブでは、ご当地漫才や歌舞伎コントなどが披露さ
れ、会場は大きな笑いに包まれました。

（１１月１６日）朝日保育所・さくら組「ゆうぎ」 （１１月１７日）明和保育所・さくら組「ゆうぎ」

（１１月２２日）只見保育所・さくら組「劇」



皆さまからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
総合政策課 　　82ー5220　Fax 82ー2117  町の話題

▲来場者とともに「只見線のうた」を披露するコーラスはなみず
きの皆さん

「第２回只見地区ＪＡまつり」
実りの秋を祝い地域の交流を図る

「食味分析計」で米の食味鑑定
只見産米のおいしさを測る

▲開会式後、多くの来場者の前で「紅白餅まき」を行う関係者の
皆さん

▲機械に乾燥玄米５００ｇを入れ、約２０秒後には結果が分か
る「食味分析計」

「只見新そばまつり」開催！
香り豊かな新そばを堪能

町文化協会「第22回芸能発表会」
華麗な舞や美しい歌声などを披露！

▲新そばを味わういわき市からお越しの参加者

　１１月１２日、文化祭事業の一環で町文化協会主催の
「第２２回芸能発表会」が季の郷湯ら里で開かれ、多くの
方が来場しました。
　ステージでは、文化協会に加盟する９団体による華や
かな舞踊や美しい歌声、迫力のある演奏など３０演目が
披露されました。
　「コーラスはなみずき」の皆さんは、六角精児バンドの曲
「只見線のうた」を披露し、来場者とともに歌い上げました。

　１１月１１日、季の郷湯ら里が主催する「第２５回只見
新そばまつり」が同施設で開かれ、町内外から約１５０名
が参加しました。
　会場では、“新そば”の冷たい盛りそばや温かい田舎そ
ばが味わえたほか、茶碗蒸しや野菜の天ぷらなども提供
されました。いわき市からお越しの参加者は「毎年楽しみ
に参加しています。今年のそばも香りが良く美味しいです」
と笑顔で話され、新そばを堪能していました。

　米のおいしさを測って数値化する計測機「食味分析計」
を１０月２５日～１１月１日まで役場農林振興課内に設置
し、町内の米農家の方々などが本年産米の食味値を確認
しました。
　この計測機は、米・食味鑑定士協会が主催する国際大
会「全国米・食味分析鑑定コンクール」でも使用される高
性能な機械で、試験的に設置したものです。設置期間中
は多くの利用者があり、食味値を確認されていました。

　１０月２９日、「第２回ＪＡ会津よつば只見地区ＪＡまつ
り」が同会場で開催され、多くの来場者で賑わいました。
開会式では、長谷川正市代表理事専務が挨拶され、続い
て農林産物品評会の表彰が行われました。橋本副町長
が祝辞を述べ、関係者による縄カットでオープンしまし
た。会場では展示即売や青空市場などが開催されたほ
か、もちつき大会など様々な催しが行われ、収穫を喜び地
域との交流を図りました。



「インフルエンザ+風邪の予防」
　皆さんこんにちは！今年は例年より寒い気がします
ね。さて、前回の広報ただみでは、インフルエンザワク
チンの製造が全国的に遅れていることをお伝えさせ
ていただきました。ご迷惑をおかけしておりますが、１
２月半ばを過ぎて診療所に届くワクチンもありますの
で、ご希望の方はご予約をお願いいたします。
　今回もインフルエンザ＋風邪に関するお役立ち情
報をお伝えします。今回のテーマは「予防」です。現在
の医学界で予防効果があると考えられているものと、
逆に予防効果がないと示されているものを下の表に
示します。風邪のウイルスは感染者の鼻水や咳などを
介して体内に侵入してきますので、うがいや手洗いに
よって鼻水や咳などのしぶきを洗い流すことで感染を

防ぐことが出来ます。また、アルコールはウイルスの消
毒効果が高いのでさらに有効です。ヨーグルト摂取に
代表される整腸剤の摂取（善玉菌の摂取）もお勧め
です。整腸剤は胃腸炎などに用いられることが一般的
ですが、文献によっては日々の摂取により風邪に対し
て４０％近い予防効果があるとされ、小さなお子様ほ
ど効果が高いようです。医療機関では予防のための
整腸剤処方は残念ながらできませんので、市販のも
のをご利用ください。予防効果のないものにビタミン
摂取（ビタミンC含む）、ミネラル摂取、抗菌効果を謳
う製品の利用があります。
　インフルエンザに最も有効なのはワクチン接種です
ので、まだ受けていないという方はぜひ診療所までお
問い合わせください。

・うがい（水で3回╱日以上）
・手洗い
・手指消毒（アルコール）
・整腸剤（乳酸菌などに代表される善玉菌の摂取）
・運動習慣
・他者への感染予防/マスク

・マルチビタミン（Cなど）
・多くのミネラル類
・抗菌効果を謳う製品の使用

予防効果がない予防効果がある

地域おこし協力隊として
vol.37 松本　貴芳

只見町教育振興協力隊
たかよし

広報ただみ診療所 朝日診療所
所長　若山　隆

「“安心”できる町」
　ちょっと前に、ある家族から注意を受けた男性が逆上
し、その家族が乗るワゴン車を追いかけた挙句、高速道
路上で停車させ、結果的に後方から来たトラックにその
家族の命が奪われるという酷い事件が起きました。こん
なニュースを見ると改めて、「知らない人とは極力関わら
ない方がいい」と思ってしまいます。
　都市部で生まれ育った私は、幼い頃から“それ”が当
たり前でした。ですので、むやみに人に話しかけなかった
ですし、知らない人に話しかけられたら、まず警戒してい
ました。都市部には身の回りにたくさんの人がいたとして
も、その一人ひとりに大きな壁があるような感覚がありま

す。一方で、この只見町は違います。これはある日に見か
けた光景です。車の前輪が側溝に落ちてしまい、困って
いた人達がいました。すると、あれよあれよという間に人
が集まってきて、救出作戦が決行されました。僕はこの
時、「もしここが都市部だったら、JAF以外誰も助けてく
れないよなぁ」と思いながらその光景を見ていました。只
見町には、たくさんの人はいませんが、一人ひとりが近い
距離にいます。だから、人間の“体温”を感じながら生活
することが出来ます。僕自身これはすごく大事なことだと
思っています。
　都市部に勝る利便性はありませんが、都市部に勝る
“安心”が、只見にはあると思います。

ひど

うた

うた



福
島
県
植
物
研
究
会
会
長

薄
葉
　
満

う
す
ば
　
　 

み
つ
る

只見学

と
っ
て
お
き
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話
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只
見
町
に
は
お
よ
そ
五
〇
〇
ha

（
町
面
積
の
○
・
七
％
）
の
田
ん
ぼ

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
只
見
川

や
伊
南
川
の
形
成
し
た
狭
い
谷
底
平

野
お
よ
び
河
岸
段
丘
に
散
在
し
て
い

ま
す
。

　

二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま

で
の
水
田
調
査
で
は
、
休
耕
田
も
含

め
て
お
よ
そ
七
〇
種
類
の
植
物
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
お

も
に
湿
地
に
生
え
る
も
の
を
除
く

と
、
狭
い
意
味
で
の
水
田
雑
草
は
お

よ
そ
五
〇
種
類
に
な
り
ま
す
。
出
現

頻
度
の
高
か
っ
た
も
の
は
イ
ヌ
ビ
エ

（
タ
イ
ヌ
ビ
エ
を
含
む
）、
コ
ナ
ギ
、

オ
モ
ダ
カ
、
タ
ケ
ト
ア
ゼ
ナ
、
タ
イ

ワ
ン
ヤ
マ
イ
、
イ
ボ
ク
サ
、
ハ
リ
イ
、

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
な
ど
で
し

た
。
い
ず
れ
も
、
か
ら
だ
の
大
部
分

が
大
気
中
に
あ
り
茎
の
下
部
や
根
だ

け
水
中
に
あ
る
抽
水
〜
湿
生
植
物
で

あ
り
、
葉
だ
け
水
面
に
浮
か
べ
る
浮

葉
植
物
や
か
ら
だ
全
体
を
水
面
下
に

沈
め
て
生
活
す
る
沈
水
植
物
は
ま
っ

た
く
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

よ
う
な
生
活
様
式
を
持
つ
植
物
は
、

除
草
剤
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め

に
近
年
に
な
っ
て
姿
を
消
し
た
も
の

と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ヌ
ビ
エ
や
タ
イ
ヌ
ビ
エ
は
水
田

雑
草
と
し
て
昔
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て

お
り
、
栽
培
種
の
ヒ
エ
と
区
別
し
て

ノ
ビ
エ
と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
イ

ネ
の
刈
り
取
り
前
に
実
を
落
と
す
だ

け
で
な
く
、
た
と
え
自
ら
が
刈
り
取

ら
れ
て
も
根
元
付
近
か
ら
さ
ら
に
穂

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
性
質
が
、
地
域
を
問
わ
ず
本
種

の
出
現
頻
度
を
高
め
て
い
る
理
由
の

ひ
と
つ
な
の
で
す
が
、
こ
れ
は
刈
り

取
り
除
草
に
対
す
る
適
応
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
コ
ナ
ギ
は
生
長
す
る
に
し

た
が
い
葉
を
線
形
か
ら
披
針
形
、
さ

ら
に
心
臓
形
へ
と
変
化
さ
せ
青
紫
の

鮮
や
か
な
花
を
つ
け
ま
す
が
、
肥
料

分
を
奪
う
力
が
強
く
イ
ネ
の
収
量
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
植
物
で
、
只

見
町
で
は
「
オ
ト
ゲ
ナ
シ
」
と
よ
ば

た
だ
み
水
田
雑
草
考 

②

▲コナギ（2012年9月、蒲生）

れ
て
い
ま
し
た
。
オ
モ
ダ
カ
（
ホ
ソ

バ
オ
モ
ダ
カ
）
も
幼
葉
は
線
形
で
、

そ
の
あ
と
披
針
形
、
矢
尻
形
へ
と
変

化
し
白
色
の
花
を
つ
け
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
一
世
代
に
あ
ら
わ
れ
る
葉

形
の
変
化
は
、
こ
れ
ら
の
植
物
の
進

化
の
過
程
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
只
見
町
で
は
「
ク
ワ
ノ

エ
」と
よ
ぶ
地
区
も
あ
る
よ
う
で
す
。

イ
ボ
ク
サ
は
休
耕
田
に
多
く
、
畦
ぎ

わ
か
ら
茎
を
這
わ
せ
淡
い
紅
紫
色
の

花
を
つ
け
て
旺
盛
に
増
え
て
い
き
ま

す
。
タ
イ
ワ
ン
ヤ
マ
イ
は
県
内
で
は

只
見
町
に
お
け
る
出
現
頻
度
が
も
っ

と
も
高
い
植
物
、
タ
ケ
ト
ア
ゼ
ナ
や

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
は
帰
化
植

物
で
す
。
ハ
リ
イ
は
只
見
川
流
域
で

は
よ
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
伊
南
川
流

域
で
は
比
較
的
少
な
い
よ
う
で
す
。

水
田
雑
草
の
中
で
は
や
や
貧
栄
養
的

な
立
地
を
好
み
ま
す
か
ら
、
本
種
の

偏
在
分
布
は
、
山
林
が
直
近
に
迫
り

や
や
急
な
傾
斜
を
有
す
る
只
見
川
流

域
の
水
田
環
境
と
関
係
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

▲ホソバオモダカ（2012年9月、蒲生）▲イボクサ（2012年9月、蒲生）

―
只
見
町
で
よ
く
み
ら
れ
る
水
田
雑
草―

は



只
見
短
歌
会

十
一
月
例
会

大
塚
栄
一　
　

指
導

只
見
俳
句
会

目
黒
十
一　
　

指
導

町
民
文
芸

町
民
文
芸

礼　

身
に
入
む
や
湖
底
に
木
株
白
々
と

湖
一
円
岩
肌
渇
く
寒
さ
か
な

一　

穂

新
米
の
餅
の
自
慢
や
九
日
祭

採
る
も
の
も
み
な
取
り
込
ん
で
雪
起
し

修　

一

雲
行
き
を
窺
い
急
ぐ
豆
叩
き

軒
先
や
妻
の
干
し
た
る
落
花
生

敦　

子

雪
の
日
や
野
猿
の
群
れ
の
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と

初
雪
や
南
天
の
実
の
艶
や
か
に

吉　

児

待
ち
に
待
つ
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ボ
解
禁
日

炬
達
し
て
胡
座
に
遊
ぶ
初
曾
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信

さ
れ
ば
と
て
な
す
こ
と
も
な
く
秋
惜
し
む

枯
葉
踏
む
ス
ニ
ー
カ
ー
の
音
万
歩
計

洋　

子

朝
練
の
ヒ
タ
ヒ
タ
と
行
く
息
白
し

た
と
え
ば
の
話
を
し
て
も
紅
葉
散
る都　

新
米
を
詰
め
る
弁
当
ぱ
ん
ぱ
ん
に

野
菜
取
る
ざ
る
山
盛
り
に
台
風
来恒　

夫

前
山
の
柞
ま
だ
ら
に
冬
は
じ
め

立
冬
や
今
日
を
賜
わ
り
朝
の
も
や

 

馬
場　

八
智

娘
の
遺
影
に
残
せ
し
子
等
を
守
り
く
れ
と
我
が
及
ば
ざ
る
を
朝
々
祈
る

 

小
倉
キ
ミ
子

翳
り
ゆ
く
道
を
辿
れ
ば
日
溜
り
の
落
葉
に
残
る
温
も
り
立
て
り

 

渡
部
ゆ
き
子

疑
が
は
れ
し
病
気
の
検
査
異
常
な
く
気
も
晴
れ
や
か
に
買
い
物
気
張
る

 

目
黒　

富
子

よ
ろ
め
け
ば「
に
し
は
駄
目
だ
」と
言
ふ
義
母
は
間
置
か
ず
我
に
抱
っ
こ
促
す

 

新
国
由
紀
子

紅
葉
せ
る
大
き
木
の
元
い
と
し
る
く
季
節
は
づ
れ
の
紫
陽
花
の
咲
く

 
飯
島
小
百
合

ひ
孫
ら
の「
じ
い
ち
ゃ
ん
ガ
ン
バ
」の
応
援
に
返
す
球
に
も
力
み
な
ぎ
る

 

関
谷
登
美
子

老
人
会
の
人
等
と
共
に
紅
葉
の
峠
越
へ
ゆ
く
車
中
賑
は
ふ

 

渡
部
ヨ
リ
子

母
逝
き
し
そ
の
歳
越
へ
て
忙
し
く
悔
い
な
き
日
々
を
我
は
生
き
を
り

 

新
国　

洋
子

桜
の
葉
紅
く
色
づ
く
苑
の
庭
初
秋
の
雨
の
け
ぶ
り
つ
つ
降
る

 

（
出
詠
順
）

十
月
詠
草

こ



総務課　
　総務係　財政係
総合政策課　
　地域振興係　広報広聴係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林振興課
　農政係　林政係
観光商工課
　観光係　商工係
環境整備課
　地域整備係
　生活環境係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

 
今
月
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a
tio

n
募
　
集

　

町
で
は
平
成
30
年
度
の
保
育
所
入

所
児
童
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
児
童　

　

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
で
満
１

歳
以
上
の
児
童
で
、
保
護
者
の
就
労
な

ど
に
よ
り
保
育
を
必
要
と
す
る
児
童

●
募
集
定
員

　

・
只
見
保
育
所　

60
名

　

・
朝
日
保
育
所　

60
名

　

・
明
和
保
育
所　

60
名

●
申
込
み
受
付
期
間

　

平
成
29
年
12
月
１
日（
金
）〜

12
月
28
日（
木
）ま
で

●
受
付
場
所

　

・
只
見
保
育
所

　
　
（
☎
82
―
２
２
１
９
）

　

・
朝
日
保
育
所

　
　
（
☎
84
―
２
０
３
８
）

　

・
明
和
保
育
所

　
　
（
☎
86
―
２
２
４
９
）

　

・
役
場
窓
口

　
　
（
☎
82
―
５
１
０
０
）

　

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
84
―
７
０
１
０
）

　

・
朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
84
―
２
１
１
１
）

　

・
明
和
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
86
―
２
１
１
１
）

●
申
込
書
類（
受
付
場
所
に
有
）

　

・
支
給
認
定
申
請
書
兼
保
育
所

　
　

入
所
申
込
書（
新
規
の
場
合
）

　

・
支
給
認
定
現
況
届
兼
継
続
入
所

　
　

申
込
書（
継
続
の
場
合
）

　

・
就
労
証
明
書（
勤
め
ら
れ
て
い
る
方
）

　

・
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
の
証
明
書

　
　
（
勤
め
ら
れ
て
い
る
方
以
外
）

▽
年
度
途
中
か
ら
の
入
所
を
希
望
す

る
場
合
も
、今
回
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

▽
入
所
の
承
諾
は
、
２
月
中
に
文
書
で

通
知
し
ま
す
。

▽
定
員
以
上
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場

合
は
、
選
考
基
準
に
よ
っ
て
選
考
し

ま
す
。

●
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課 

福
祉
係

　

☎
０
２
４
１（
84
）７
０
１
０

　

町
で
は
、
将
来
只
見
町
で
農
業
に
従

事
す
る
た
め
に
、
次
の
学
校
に
在
学
す

る
者
に
対
し
、
そ
の
修
学
に
必
要
な
資

金
の
一
部
を
貸
与
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
林
振
興
課

農
政
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業

短
期
大
学
校
、
公
益
財
団
法
人
農
民

教
育
協
会
鯉
淵
学
園
農
業
栄
養
専
門

学
校
に
在
学
し
て
い
る
方
。

▽
進
学
予
定
者
も
受
付
け
ま
す
。

▽
国
ま
た
は
他
の
団
体
か
ら
同
種
の

奨
学
資
金
の
貸
与
等
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

●
貸
与
額

　

月
額　

10
万
円
以
内

●
返
還
及
び
免
除
規
定

　

学
校
を
退
学
し
た
場
合
や
卒
業
後

に
農
業
に
従
事
し
な
い
場
合
は
返
還

義
務
が
生
じ
ま
す
。た
だ
し
、
卒
業
後

直
ち
に
町
内
に
お
い
て
農
業
に
従
事

し
、
そ
の
後
10
年
以
上
農
業
に
従
事
し

た
場
合
は
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
申
請
方
法

　

奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
及
び
奨
学

生
願
書
に
、
住
民
票
、
履
歴
書
、
健
康

診
断
書
並
び
に
申
請
者
が
在
学
す
る

学
校
長
が
発
行
し
た
入
学
以
後
の
学

業
成
績
表
、学
業
・
人
物
に
対
す
る
所

見
を
記
載
し
た
推
薦
書
を
添
付
し
、農

林
振
興
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
用
紙
を
希
望
さ
れ
る
方
は
農

林
振
興
課
農
政
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
募
集
期
限

　

平
成
30
年
２
月
19
日（
月
）必
着

●
問
合
せ
先

　

農
林
振
興
課 

農
政
係

　

☎
０
２
４
１（
82
）５
２
３
０

平
成
30
年
度

保
育
所
入
所
児
童
募
集

農
業
者
を
め
ざ
す

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
よ
り

林
退
共
退
職
金
請
求
の
お
知
ら
せ

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
業
退
職

金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
に
加
入
し
て

い
た
、
も
し
く
は
加
入
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き

を
し
た
こ
と
に
お
心
当
た
り
の
な
い
方

は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。林
業
の
仕
事

を
し
て
い
た
当
時
の
加
入
の
有
無
に
つ

い
て
も
当
方
で
確
認
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は

本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

12
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
国
民
健
康
保
険
税（
６
期
）

●
水
道
使
用
料（
３
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
12
月
分
）

●
介
護
保
険
料（
６
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料（
５
期
）



虫
歯
の

 

な
い
子

（　　　）11月7日
3歳児健診

酒井　優真くん
（館ノ川）

ゆ ま

 １日 福島県猟友会南会津支部定期総会
 ３日 只見町文化祭開館式
 ４日 只見町文化講演会
 ５日 南会津地方環境衛生組合職員採用候補者面接審

査（下郷町）
 ６日 南会津地方広域市町村圏組合管理者会、
  南会津地方広域市町村圏組合議会臨時会、
  南会津地方広域市町村圏組合議会全員協議会（南

会津町）
 ７日 定例庁議
 ８日 南会津地方環境衛生組合議会行政視察研修
  （～９日　群馬県、長野県）
 １１日 只見新そばまつり
 １２日 只見町文化協会芸能発表会
 １４日 全国過疎地域自立促進連盟定期総会（東京都）
 １５日 市町村長向け災害対策専門研修「トップフォーラム

㏌福島」（福島市）

 １７日 誘致企業意見交換会
 ２０日 地方自治法施行７０周年記念式典（東京都）
 ２１日 只見町議会１１月会議、
  只見町総合教育会議、
  １２月補正予算町長査定
 ２２日 ㈱季の郷湯ら里臨時株主総会及び取締役会
 ２４日 一級河川只見川河川整備促進期成同盟会による福

島県要望（福島市）
 ２５日 只見おもしろ学推進町民大会
 ２６日 只見線活性化シンポジウム（魚沼市）
 ２７日 ダム・発電関係市町村全国協議会理事会、
  ダム・発電関係市町村等振興議員連盟との合同勉強

会（東京都）
 ２８日 全国治水砂防促進大会及び要望活動（東京都）
 ２９日 南会津地方広域市町村圏組合管理者会、
  全国町村長大会（東京都）
 ３０日 教育長退任式

〈11月分〉

▲ステージ上でPRする橋本副町長やCMを
作成した町観光まちづくり協会の酒井事
務局長など

▲熱心な話し合いが行われた
　検討委員会

　11月26日、KFB福島放送が主催の各市町村のオリジナルCMを
審査するテレビ番組「ふくしまの元気！応援CM大賞2017」の公開
収録が郡山市内で行われ、只見町が参加しました。今年は、「会いた
い人に、会いに行こう。自然首都・只見」と題したCM作品で、山村教
育留学生を経て現在只見町役場で働く女性を主人公に、JR只見線
などが人と人をつなぐというコンセプトで制作しました。審査の結
果、残念ながら今年は入賞（昨年は審査員特別賞）できませんでした
が、CMを通じた町のPRなどを行いました。今回の番組の模様は、１
２月２３日（土）午後２時４５分からKFBで放送される予定です。

CM大賞2017に只見町が参加！

　１０月２７日、第３回只見町
教育振興基本計画検討委員会
が開催され、前回に引き続き学
校教育と生涯学習の分野で、
熱心な話し合いが行われまし
た。参加者の意見や提言が反
映された基本計画を目指し、今
後も検討を進めていきます。

只見町教育振興基本計画
検討委員会を開催



町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

★朝日振興センターではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば　ぜひ、リクエストしてください。

人　口　４，３２５（＋　３）
　男　　２，１２４（－　３）
　女　　２，２０１（＋　６）
世帯数　１，８６６（＋　１）
高齢化率　　　　４５．０９％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入 13　　転出 5　　出生 3　　死亡 8

（１０月２６日～１１月２５日届出分）敬称略

平成29年11月1日現在

▽
あ
っ
と
い
う
間
に
12
月
と
な
り
、今
年
も

残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。今

年
も
多
く
の
現
場
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ

き
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に

は
大
変
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

▽
今
年
を
振
り
返
る
と
、７
月
に
新
潟
・
福

島
豪
雨
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
激
し
い
雨
が
降

り
、大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。し
か
し
、

Ｊ
Ｒ
只
見
線
不
通
区
間
の
復
旧
決
定
や
国

道
２
８
９
号「
八
十
里
越
」の
開
通
を
２
０

２
３
年
に
目
指
す
と
し
た
報
道
な
ど
、明
る

い
話
題
も
多
く
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

▽
来
年
も
、多
く
の
情
報
を
皆
さ
ま
に
届
け

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（三

瓶
）

朝日振興センター
図書室☎84-2111

生涯学習推進員
三瓶美由紀

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
渡　部　和　雄 79歳 只　見
五十嵐　利　夫 71歳 寄　岩
守　山　知　彦 86歳 黒　谷
山　内　平　八 91歳 小　林
角　田　美津子 95歳 大　倉
渡　部　志津子 84歳 館ノ川
梁　取　良之助 91歳 小　林
佐　藤　ミ　ネ 90歳 長　浜
五十嵐　源一郎 82歳 長　浜
吉　津　　　英 93歳 長　浜
吉　津　国　喜 78歳 長　浜
黒　田　敬　一 53歳 只　見
　　地　利　夫 82歳 長　浜
五十嵐　コ　シ 90歳 福　井

■お誕生おめでとうございます
中　野　晴二郎  (男／陽介・智子）只見

せいじろう

　大人気絵本『せかいいちのね
こ』に続く、ぬいぐるみのニャンコ
の新作絵本がついに登場。捨て
られた子猫を「おとうさん」にな
って愛情いっぱいに育てるニャ
ンコとあたたかく見守る優しい
猫たちの感動の物語。

ヒグチユウコ/著（白泉社）

★さよなら、田中さん

★いらない　ねこ

　田中花実は小学6年生。ビン
ボーな母子家庭だけれど、底抜
けに明るくたくましいお母さんと、
毎日大笑い、大食らいで生きてい
る。この母娘を中心とした日常の
事件を時に可笑しく、時にはホ
ロッと泣かせる筆致で鮮やかに
描ききる。「12歳の文学賞」史上
初3年連続大賞受賞。5編からな
る連作短編集。圧倒的小説デ
ビュー作。

鈴木るりか/著（小学館）



TEL 0241（72）8355TEL 0241（72）8355

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

■ 発行／只見町　〒968-0498  福島県南会津郡只見町大字只見字雨堤1039
■ 編集／総合政策課広報広聴係　http://www.tadami.gr.jp/　 0241（82）5220

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

Vol.92

「守りたい！只見の野生動植物
　　　　　　　　　　　－只見町の野生動植物を保護する条例」
期　間：2017年12月9日（土）～ 2018年6月25日（月）
場　所：ただみ・ブナと川のミュージアム　２階ギャラリー

企画展示

［スズメ目 ヒタキ科］

（学名：　　 　　　   ）

▲ジョウビタキのオス ▲ジョウビタキのメス

詳しくは、
只見町ブナセンター
までお問い合わせ

ください

ジョウビタキ Phoenicurus auroreus

　冬になると庭に現れるオレンジ色のこの鳥に見覚えのある方も多いのではないでしょうか。
これは、ジョウビタキという鳥です。夏の間は中国東北部などで繁殖し、日本には冬にやってく
る冬鳥で、只見町でも普通に見られます。オスとメスとで羽色が大きく異なり、オレンジ色が目
立つのがオスで、メスは腰のあたりに淡いオレンジ色が見られる程度です。翼の真ん中の白斑
は共通した特徴です。
　ジョウビタキは、低木林や農耕地、川岸、庭などの開けた環境を好み、オスもメスもそれぞれ
１羽で縄張りを持って、冬を過ごします。そのため、一度庭先に定着するといつも同じ場所で見
ることができます。特定の低木に好んで止り、尾を振るわせたり、お辞儀のように頭を下げる仕
草をするなど特徴的な動きをします。また、「ヒッ」「ヒッ」と高い声で鳴きます。これは自分の縄
張りであることを周りのジョウビタキに宣言する鳴き方です。縄張りの意識が強く、窓や鏡に映
る自分に攻撃を仕掛けているのをよく目にします。車のサイドミラーが標的となることも多く、
フンだらけにされてしまう場合もあります。只見町では、１０月下旬から１２月にかけてよく目
にしますが、積雪量が多くなってくるといつの間にか姿を消しており、春の渡り前に再び見るよ
うになります。

Vol.92


